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硝化グラニ ュ
ー ルの 微生物生態構造解析

○松本慎也
1 ・家徳麻由

1 ・佐伯吾郎
1 ・河野敦之

1 ・岸田直裕
1 ・青井議輝

1 ・寺田昭彦
1

　　　　　　　　　常 田聡
1 ・PiCioreanu　C．

2 ・van 　Loosdrecht　MC ．M ．
2

　　　　　　　　　　　　
1
早大 ・理工、

2
デルフ ト工科大

　　　　　　　　　Analyses　ofmicrobial 　ecology 血nitdfシing　9ranUles
Shinya　Matsumoto　i

，
Mayu 　Kak）ku1，Goro　Saeki　i，Atsuyuki　Kouno　

1
，
Naohn ）Kishida　1

，
Akihiko

T  da　1
，
Y（）shiteruAoi 　

1
，
Satr）shi　Tsuneda　1，Cristian　PicioTeanu2

，
　M 副 （C．M ．　van 　Loo曲   ht2

　　　
’Dept．　・fCh・m ．　E・g．，肱 sedU 　U・i・ ，

2Dept
．・〜励 鰰 ・・ψ 頭 伽 M ・）fTechn・L

Key　wolds ： Bio丘  model
，
且uorescerice 　in　situ　hyi）ridiZation（FISH），　mUltidimensional

，
　ni面加 g

grunUle，　phソ10genedc　analysis

【目的】近年，各種廃水か らの 栄養塩除去が社会的急務とな っ てお り，特に高濃度 ア ンモ ニ

ア態窒素含有廃水の効率的かつ 安定 した処理法の確立 に向けて，上 向流好気性流動床を利用

した好気性グラニ ュ
ール へ の 期待が高まっ てい る．本法は主に硝化細菌をグラニ ュ

ー
ル （微

生物の 自己造粒体）とい う形態で反応槽内に高密度に保持する ことで ，コ ンパ ク トかつ 高効

率な処理を可能にする もの で ある． しか しなが ら硝化 グラニ ュ
ール の 形成機構は未だ不明確

な点が多 く，実用化へ の大 きな障害とな っ てい る．そ こで 本研究で は分子生物学的手法およ

び多次元バ イオフィルム モデル を用いて 硝化グラニ ュ
ー

ル形成の 因子を探っ た．

【方法】本研究の解析には無機ア ンモニ アの みを基質 として 形成 ・長期馴養 した硝化グラニ

ュ
ー

ルを用い た．16S　rDNA に基づいた系統解析によ り硝化 グラニ ュ
ー

ル内の微生物群の クロ

ー
ンライブラ リーを作成 した ．次にク ロ

ー
ン ライブラリ

ー
で存在が確認 された微生物群を対

象としたFISH 法 によ り硝化グラニ ュ
ール 内の微生物空間分布 を測定 した．さ らに多次元バ イ

オフ ィルムモデル を用 い て硝化グラニ ュ
ールの 形成をシ ミ ュ レ

ー
トした．

【結果および考察】系統解析によ り，無機基質で馴養 した硝化グラニ ュ
ール内には独立栄養

細菌で ある硝化細菌 （ア ンモ ニ ア酸化細菌お よ び亜硝酸酸化細菌）以 外に も Bacteroicletes
，

green　nonsUlfl ）r　bacteria（GNSB ）な どの従属栄養細菌が存在 して いる こ とがわか っ た，次に FISH

法で の微生物空間分布測定によ り，グラニ ュ
ー

ル表面で は硝化細菌が優占化し，グラニ ュ
ー

ル内部では Bacteroidetesが優占化 して い る こ とがわか っ た．　 GNSB はア ンモニ ア酸化細菌と

隣接 した状態で主にグラニ ュ
ール表面に存在 して いた．また多次元バ イオ フィ ルムモ デル に

より従属栄養細菌の存在が硝化グラニ ュ
ー

ル形成 に大きく影響を与え て いるこ とが示唆され

た．
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